
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を
最
優
先
に
し
な
が
ら
も
「
研
究
を
止
め
な
い
」
を
合
い
言
葉
に
都
小
国
研
の
研

究
を
進
め
て
き
た
。
例
年
二
月
に
開
催
さ
れ
る
研
究
大
会
も
研
究
紀
要
を
も
っ
て
の
発
表
と
な
っ
た
が
、
各
研
究
部
は
多
く
の
制
約
の
中
、

各
研
究
主
題
を
基
に
工
夫
し
て
進
め
た
研
究
の
成
果
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
日
々
の
学
習
や
生
活
の
中
で
創
り
上
げ

て
き
た
教
師
と
子
供
た
ち
と
の
教
室
の
世
界
を
感
じ
な
が
ら
の
授
業
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
叶
わ
ず
、
子
供
の
直
接
的
な
姿
を
通
し
た
研
究

が
実
現
す
る
こ
と
を
願
う
一
年
と
も
な
っ
た
。

さ
て
、
本
会
の
令
和
三
年
度
の
研
究
は
、
昨
年
度
の
リ
モ
ー
ト
等
を
活
用
し
た
研
究
方
法
を
生
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
積
極
的
に
多
様

な
方
法
を
探
り
、
研
究
を
深
め
て
い
く
。
研
究
主
題
は
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
の
「
未
来
を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造
」
を
継
続
し
、
副
主

題
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
評
価
活
動
の
充
実
を
通
し
て
、
学
び
の
質
を
高
め
る
単
元
づ
く
り
」
と
設
定
し
た
。

本
年
一
月
、
中
央
教
育
審
議
会
は
「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
の
構
築
を
目
指
し
て
～
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、

個
別
最
適
な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
～
」
の
答
申
を
ま
と
め
た
。
そ
の
内
容
か
ら
は
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施
を
軸
に
、

指
導
の
個
別
化
、
学
習
の
個
性
化
と
協
働
的
な
学
び
の
充
実
を
学
習
者
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
教
師
の

授
業
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
本
会
研
究
副
主
題
の
「
学
び
の
質
を
高
め
る
」
に
も
つ
な
が
る
。
具

体
的
な
学
習
活
動
に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
で
の
新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
も
学
び
の
方
法
を
広
げ
る
も

の
と
し
て
期
待
が
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
度
の
研
究
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
「
学
び
の
質
を
高
め
る
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
単
元
の
明
確
な
目
標
設
定
と
目
標

に
到
達
す
る
た
め
の
適
切
な
言
語
活
動
を
設
定
し
た
単
元
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。
学
び
の
主
語
は
子
供
で
あ
り
、
一
人
一
人
の
子
供
が

「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」「
何
を
学
ぶ
か
」「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」と
い
っ
た
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
で
の
学
習
の
見
通
し
を
も
ち
、ゴ
ー

ル
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
教
師
が
明
確
な
指
導
の
ね
ら
い
は
も
ち
つ
つ
も
子
供
の
学
習
経
験
や
思
い
を
生
か

し
た
学
び
の
計
画
を
子
供
と
共
に
立
て
て
い
く
こ
と
が
、
子
供
が
主
体
的
に
学
び
、
学
び
の
質
を
自
ら
振
り
返
り
、
調
整
し
な
が
ら
粘
り

強
く
学
び
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
評
価
は
「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」
の
視
点
で
こ
れ
ま
で
も
研
究
を
重
ね
指
導
の
改

善
に
つ
な
げ
て
き
て
い
る
。
今
年
度
は
、
さ
ら
に
、
子
供
が
自
分
の
学
び
を
メ
タ
認
知
し
、
学
び
の
質
を
高
め
る
た
め
に
単
元
の
ど
の
場

面
で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
評
価
し
、
ど
の
よ
う
に
生
か
す
の
か
に
も
焦
点
を
当
て
た
研
究
と
な
る
。
子
供
の
具
体
的
な
姿
を
思
い
描
け

る
研
究
で
あ
り
た
い
。

今
年
度
の
研
究
の
成
果
は
、
第
三
十
二
回
東
京
都
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会
研
究
大
会
と
し
て
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。
感
染
予
防
に

努
め
な
が
ら
、
今
年
度
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
研
究
の
充
実
が
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
歩
み
を
進
め
て
い
く
。

�

（
葛
飾
区
立
南
綾
瀬
小
学
校
）

豊
か
な
言
語
生
活
に
生
き
る
確
か
な
学
び
を
目
指
し
て

会　

長　

風　

澤　

明　

子
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研
究
主
題

「
未
来
を
拓
く
国
語
教
育
の
創
造
」

―
評
価
活
動
の
充
実
を
通
し
て
、

�

学
び
の
質
を
高
め
る
単
元
づ
く
り
―

一　

研
究
大
会
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対

策
の
た
め
、
７
月
末
日
ま
で
の
全
て
の

活
動
・
会
合
は
中
止

（
一
）
総
会
・
講
演
会
・
研
究
委
員
総
会

５
月
14
日
（
木
）
誌
面
開
催

�

（
墨
田
区
立
両
国
小
学
校
）

会
則
第
14
条
「
総
会
の
議
を
経
な
く

て
も
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
行

使
し
、
総
会
成
立
。
書
面
で
の
提
案
・

承
認
の
形
を
と
る
。

・
会
長
以
下
新
役
員
承
認

・
活
動
計
画
、
研
究
事
業
計
画

（
二
）
多
摩
地
区
総
会
研
究
大
会

５
月
28
日
（
木
）　

誌
上
発
表

�

（
青
梅
市
立
第
二
小
学
校
）

（
三
）
講
演
会　

中
止

（
四
）
ま
な
び
塾　

中
止

（
五
）
第
31
回
研
究
大
会　

誌
上
発
表

�

（
文
京
区
立
千
駄
木
小
学
校
）

二　

研
究
調
査
事
業

【
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部
】

「
主
体
的
に
話
し
合
い
、
自
己
充
実
を

目
指
す
児
童
の
育
成

―
学
び
を
積
み
重
ね
る
指
導
と
評
価
の

工
夫
―
」

・
８
月
24
日　

研
究
組
織
、
年
間
計
画
、

研
究
概
要
の
検
討�

�

講
師�

都
小
国
研
顧
問�

邑
上
裕
子
先
生

・
11
月
９
日　

ミ
ニ
単
元
集
分
科
会
報

告
、
検
討�

�

講
師�

都
小
国
研
顧
問�

邑
上
裕
子
先
生

・
11
月
24
日　

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
集

　

作
成
分
科
会
か
ら
の
報
告
、
検
討

・
3
月
29
日　

成
果
と
課
題
に
つ
い
て

�

講
師�

都
小
国
研
顧
問�

邑
上
裕
子
先
生

【
書
く
こ
と
部
】

「
児
童
の
深
い
学
び
を
目
指
す
、主
体
的・

対
話
的
な
書
く
こ
と
の
単
元
づ
く
り
」

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
等
の
リ
モ
ー
ト
を
活
用
し
、

研
究
授
業
に
つ
い
て
は
中
継
動
画
、
Ｖ

Ｔ
Ｒ
の
視
聴
等
と
し
た
。

・
11
月
６
日
（
金
）
第
４
学
年�

�

渋
谷
区
立
富
谷
小
学
校

�

（
授
業
者
）
佐
藤
綾
花
指
導
教
諭

（
単
元
名
）「
世
界
に
ほ
こ
る
、
渋
谷
・

富
ヶ
谷
の
み
力
」
～
理
由
や
例
を
挙
げ

て
、
紹
介
文
で
伝
え
よ
う
～

・
11
月
24
日
（
火
）
第
２
学
年�

�

足
立
区
立
弥
生
小
学
校

�

（
授
業
者
）
山
口
瞳
教
諭

（
単
元
名
）「
教
え
る
よ
！
お
も
ち
ゃ
の

楽
し
い
遊
び
方
～
順
序
に
気
を
付
け
て

遊
び
を
紹
介
す
る
文
章
を
書
く
～
」

・
11
月
27
日
（
金
）
第
５
学
年�

�

町
田
市
立
鶴
川
第
二
小
学
校

�

（
授
業
者
）
市
川
裕
佳
子
指
導
教
諭

（
単
元
名
）「
あ
な
た
は
ど
う
考
え
る
～

読
む
人
が
納
得
す
る
よ
う
な
理
由
や
根

拠
を
挙
げ
て
意
見
文
を
書
こ
う
～
」

・
12
月
１
日
（
火
）
実
践
報
告
会�

�

中
野
区
立
令
和
小
学
校
体
育
館

［
年
間
講
師
］

�

都
小
国
研
顧
問
　
成
家
亘
宏
先
生

【
読
む
こ
と
部
】

「
学
び
の
質
を
高
め
る
指
導
の
工
夫
」

研
究
経
過

・
８
月
５
日（
火
）第
一
回
運
営
委
員
会

研
究
主
題
提
案
、
研
究
組
織
づ
く
り

研
究
計
画

・
８
月
31
日（
月
）第
二
回
運
営
委
員
会

研
究
主
題
改
正
、研
究
内
容
共
通
理
解

・
９
月
７
日
（
月
）
研
究
部
会

研
究
主
題
・
内
容
に
つ
い
て

�
講
師�
都
小
国
研
顧
問�

岸
本
修
二
先
生

・
９
月
中
旬
～
10
月
中
旬�　

第
１
期
授
業
実
践
・
検
証

・
10
月
20
日
（
火
）　

第
３
回
運
営
委
員
会　

第
１
期
実

践
・
検
証
に
つ
い
て　
　

�

講
師�

都
小
国
研
顧
問�

岸
本
修
二
先
生

・
10
月
下
旬
～
11
月
下
旬�　

第
２
期　

授
業
実
践
・
検
証

・
12
月
１
日
（
火
）　

第
４
回
運
営
委
員
会　

第
２
期
実
践
・
検
証
に
つ
い
て

�

講
師�

都
小
国
研
顧
問�

岸
本
修
二
先
生

【
言
語
部
】

「
言
葉
の
よ
さ�

に
気
付
き
、
親
し
み
、

日
常
生
活
に
生
か
す
単
元
づ
く
り
と
評

価
の
工
夫
」

・
10
月
23
日
江
東
区
立
豊
洲
北
小
学
校

　
　
　

主
任
教
諭　

木
原
小
百
合

�

講
師�

都
小
国
研
顧
問�

今
村
久
二
先
生

　

第
１
学
年
「
あ
つ
ま
れ
！
み
ん
な
の

こ
と
ば
カ
ー
ド
」

・
11
月
９
日　

杉
並
区
立
八
成
小
学
校

　
　
　

主
任
教
諭　

岡
﨑　

智
子

�

講
師�

都
小
国
研
顧
問�

今
村
久
二
先
生

　

第
６
学
年
「
続
★
言
葉
大
研
究
～
Ｈ

Ｎ
Ｓ
感
覚
の
ち
が
い
に
せ
ま
る
～
」

三　

研
究
成
果
刊
行
事
業

・
機
関
誌
「
国
語
教
育
」
第
二
一
七
号
・

二
一
八
号

・
多
摩
地
区
研
究
会
会
報
「
国
語
教
育
」

第
一
〇
五
号
・
第
一
〇
六
号

・
第
三
一
回
研
究
大
会
研
究
紀
要

第
四
二
号

令
和
二
年
度

研
究
活
動
報
告

事
務
局
次
長　

�

小
宮　

孝
之
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一　

研
究
主
題
の
設
定

平
成
二
十
九
年
に
告
示
さ
れ
た
学
習

指
導
要
領
が
、
昨
年
度
よ
り
全
面
実
施

と
な
っ
た
。
国
語
科
で
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
が
「
知
識
及
び
技
能
」「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」「
学
び

に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
の
三
つ
の

柱
で
整
理
さ
れ
、
評
価
の
観
点
も
三
観

点
と
な
っ
た
。
教
科
横
断
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
も

明
記
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
語
科

で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を
明
確
に

し
た
実
践
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
伴
い
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
基
づ
く
一
人
一
台
端
末
の
整

備
が
急
速
に
進
み
、
中
央
教
育
審
議
会

で
は
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の

構
築
を
目
指
し
て
～
す
べ
て
の
子
供
た

ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適

な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
～

（
答
申
）
が
示
さ
れ
た
。
改
め
て
児
童

一
人
一
人
に
「
学
ぶ
力
」
を
育
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
会
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
、

研
究
主
題
を
「
未
来
を
拓
く
国
語
教
育

の
創
造
」
と
設
定
し
、
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

「
未
来
を
拓
く
」
と
は
、
国
語
科
に

お
い
て
児
童
が
主
体
的
・
協
働
的
な
言

語
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
言
葉
の
力
を

身
に
付
け
、
さ
ら
に
他
教
科
の
学
習
や

今
後
の
日
常
生
活
に
生
か
し
て
い
く
な

ど
、
将
来
を
見
据
え
た
豊
か
な
言
語
生

活
者
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

研
究
副
主
題
は
、
昨
年
度
よ
り
「
評

価
活
動
の
充
実
を
通
し
て
、
学
び
の
質

を
高
め
る
単
元
づ
く
り
」
と
し
て
研
究

を
進
め
て
い
る
。「
ど
の
よ
う
な
力
が

身
に
付
い
た
か
」
に
つ
い
て
教
師
と
共

に
児
童
自
身
が
自
覚
し
、
自
ら
の
学
習

を
調
整
し
よ
う
と
す
る
態
度
等
の
伸
長

を
図
る
こ
と
で
評
価
活
動
を
充
実
さ
せ

る
。
ま
た
、
学
習
評
価
を
学
習
改
善
や

指
導
改
善
に
つ
な
げ
常
に
更
新
す
る
こ

と
で
、
学
び
の
質
を
高
め
る
単
元
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
研
究
主
題
の
具
現
化
を
図
る
。

二　

研
究
主
題
に
迫
る
観
点

今
年
度
の
研
究
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
次
の
観
点
に
つ
い
て
、
各
部
の

領
域
の
特
性
に
応
じ
て
具
体
的
に
内
容

を
設
定
し
、
研
究
を
深
め
て
い
く
。

（
一�

）�

学
習
の
充
実
及
び
質
の
向
上
を

図
る
単
元
づ
く
り

〇
子
供
の
実
態
に
応
じ
た
、
学
び
の
必

然
性
が
あ
る
指
導
の
充
実

〇
豊
か
な
語
彙
の
拡
充
に
つ
な
が
る
指

導
の
工
夫

〇
学
習
の
成
果
物
等
の
活
用
・
共
有
を

図
る
こ
と
に
よ
る
、
学
び
を
積
み
重

ね
る
指
導
の
工
夫

（
二�

）
学
習
改
善
・
授
業
改
善
に
つ
な
が

る
評
価
活
動
の
充
実

〇
評
価
規
準
、
評
価
方
法
の
明
確
化

〇
教
師
・
児
童
・
保
護
者
と
の
間
で
の

評
価
の
共
有

〇
児
童
の
学
習
状
況
の
把
握
の
仕
方
の

工
夫

〇
指
導
過
程
に
応
じ
た
評
価
や
長
期
的

な
視
点
で
の
評
価
の
工
夫

〇
次
の
学
習
に
生
か
す
評
価
や
つ
な
が

り
を
意
識
し
た
評
価
の
工
夫

〇
児
童
が
、
自
ら
の
学
び
を
振
り
返
り
、

調
整
で
き
る
学
習
過
程
の
工
夫

〇
児
童
が
学
び
の
変
容
を
自
覚
で
き
る

自
己
評
価
、
相
互
評
価
の
工
夫

（
三�

）
国
語
科
及
び
他
教
科
・
他
校
種
と

の
連
携
に
よ
る
学
習
活
動
の
活
性

化
〇
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
や

「
教
育
課
程
全
体
の
中
で
の
国
語
科

の
役
割
」
に
つ
い
て
自
覚
し
、
国
語

科
で
育
て
た
力
が
他
教
科
等
で
ど
の

よ
う
に
生
か
さ
れ
る
の
か
な
ど
、
活

用
を
意
識
し
た
実
践
の
充
実

〇
幼
保
小
連
携
、
小
中
一
貫
教
育
を
視

野
に
入
れ
、
小
学
校
以
前
・
小
学
校

以
降
も
含
め
た
系
統
性
を
重
視
し
た

指
導
の
推
進

〇
特
別
支
援
教
育
の
実
践
と
の
連
携
を

図
っ
た
言
葉
の
教
育
と
し
て
の
拡

充
・
深
化

三　

研
究
の
進
め
方

研
究
組
織
は「
言
語
部
」「
話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
部
」「
書
く
こ
と
部
」「
読
む

こ
と
部
」
の
四
つ
の
研
究
部
に
て
研
究

を
進
め
る
。

各
部
は
、
研
究
主
題
を
踏
ま
え
て
、

部
ご
と
の
研
究
主
題
を
設
定
し
、
小
研

の
研
究
授
業
を
通
し
て
研
究
を
積
み
重

ね
、
そ
の
成
果
を
令
和
四
年
二
月
に
実

施
す
る
研
究
大
会
で
発
表
す
る
。

各
研
究
部
の
特
性
を
生
か
し
、
相
互

の
関
連
を
図
っ
た
横
断
的
な
研
究
に
つ

い
て
の
方
策
を
講
ず
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
活
用
を
図
る
。

令
和
三
年
度
研
究
主
題
・
副
主
題

 
研
究
主
題

未
来
を
拓
く

�
国
語
教
育
の
創
造

 

副
主
題

～
評
価
活
動
の
充
実
を
通
し
て
、

�

学
び
の
質
を
高
め
る
単
元
づ
く
り
～

副
会
長　

加
賀
田　

真
理
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一　

研
究
活
動
の
基
本
方
針

（
一
）「
国
語
教
育
の
理
論
と
実
践
に
つ

い
て
研
究
し
、
東
京
都
小
学
校
国
語
教

育
の
推
進
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
研
究
活
動
を
会
全
体
で

協
力
し
て
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

（
二
）
直
接
集
ま
っ
て
話
し
合
う
等
の

研
究
活
動
は
制
限
を
受
け
て
い
る
状
況

で
あ
る
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
、メ
ー

ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
活
用
な
ど
、

会
員
相
互
の
工
夫
に
よ
り
研
究
が
活
性

化
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

（
三
）
各
地
域
の
実
態
に
配
慮
し
な
が

ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
有
効
に
活
用
し
た

学
習
活
動
に
つ
い
て
も
提
案
す
る
。

（
四
）
年
度
途
中
で
も
年
間
指
導
計
画

の
変
更
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
小

研
会
場
校
や
研
究
大
会
会
場
校
の
状
況
、

会
員
の
所
属
す
る
学
校
の
実
態
に
十
分

な
配
慮
を
し
て
研
究
を
進
め
る
。
各
地

区
の
教
育
委
員
会
の
方
針
等
を
確
認
し
、

そ
の
範
囲
内
で
研
究
活
動
を
行
う
。

（
五
）
参
集
を
伴
わ
な
い
研
究
活
動
は
、

様
々
な
事
情
の
あ
る
教
員
も
参
加
し
や

す
い
研
究
環
境
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
し
、
会
の
発
展
・
拡
大
を
図
り
、

研
究
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

二　

研
究
大
会
事
業

（
一
）
総
会
・
講
演
会
・
研
究
委
員
総
会

【
書
面
開
催
】

講
演　

文
部
科
学
省
教
科
調
査
官

大
塚
健
太
郎
先
生

　

令
和
三
年
五
月
十
三
日
（
木
）

　
　
　

葛
飾
区
立
南
綾
瀬
小
学
校

※�

動
画
は
都
小
国
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
会
員
限
定
公
開

（
二
）
多
摩
地
区
総
会
・
研
究
大
会

【
書
面
開
催
】

（
三
）
第
三
十
二
回
研
究
大
会

　

令
和
四
年
二
月
十
八
日
（
金
）

　
　
　
　

文
京
区
立
千
駄
木
小
学
校

三　

研
究
調
査
事
業

（
一
）
ま
な
び
塾

　

令
和
三
年
七
月
十
七
日
（
土
）

【
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
】

　
　
　
　

文
京
区
立
千
駄
木
小
学
校

　

令
和
三
年
十
月
二
十
三
日
（
土
）

　
　
　

府
中
市
立
府
中
第
二
小
学
校

（
二
）
各
研
究
部
の
定
例
研
究
会

各
部
を
超
え
て
公
開
す
る
研
究
授
業

「
小
研
」（「
大
会
」
に
対
し
て
「
小
研
」

と
称
す
る
）
を
実
施
す
る
。

（
三
）
各
研
究
部
の
研
究
活
動

①�

研
究
主
題
・
副
主
題
を
踏
ま
え
て

各
部
の
主
題
を
設
定
し
、
授
業
研

究
に
よ
り
研
究
主
題
を
追
究
す
る
。

②�

各
支
部
へ
の
研
究
活
動
を
積
極
的

に
支
援
す
る
た
め
の
連
携
を
深
め

て
い
く
。

③�

各
研
究
部
は
、
大
会
を
は
じ
め
、

小
研
、
機
関
誌
、
研
究
紀
要
等
に

研
究
成
果
を
発
表
す
る
。

（
四
）
各
支
部
の
研
究
活
動
へ
の
協
力

各
研
究
部
、
顧
問
・
参
与
は
、
各
支

部
の
国
語
科
教
育
の
充
実
に
資
す
る
支

援
を
積
極
的
に
行
う
。　

四　

研
究
成
果
報
告
事
業

（
一
）
機
関
誌
「
国
語
教
育
」

二
一
九
号
、
二
二
○
号
の
発
行

多
摩
地
区
会
報
「
国
語
教
育
」

一
〇
七
号
、
一
〇
八
号
、
一
〇
九
号

の
発
行

（
二
）
研
究
紀
要

第
四
十
三
号
（
令
和
四
年
二
月
十
八

日　

第
三
十
二
回
研
究
大
会
研
究
紀

要
）
の
発
行

関
西
の
大
学
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

児
童
福
祉
を
中
心
に
学
び
、
教
員
免
許
は

取
得
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
関
心
が
あ
っ
た

の
は
学
校
に
行
け
な
い
子
供
や
家
族
と
暮

ら
せ
な
い
子
供
た
ち
。
学
校
を
外
か
ら
や

や
批
判
的
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。
大
学
を

卒
業
し
て
就
職
し
た
山
間
部
の
児
童
養
護

施
設
で
、
子
供
た
ち
の
負
の
連
鎖
を
断
ち

切
る
の
は
「
学
力
」
だ
と
実
感
し
、
改
め

て
教
師
を
目
指
し
ま
し
た
。

初
任
校
の
最
寄
り
駅
は
代
々
木
。
ま
だ

国
鉄
だ
っ
た
頃
、
改
札
口
で
は
、
駅
員
さ

ん
が
改
札
鋏
の
音
の
リ
ズ
ム
や
爪
の
伸
ば

し
方
で
個
性
を
主
張
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
学
校
で
、
校
内
研
究
の
講
師
で

あ
っ
た
津
田
成
一
先
生
と
出
会
い
、
御
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
津
田
先

生
か
ら
、
音
声
言
語
の
研
究
で
精
力
的
に

実
践
を
重
ね
て
い
ら
し
た
邑
上
裕
子
先
生

を
紹
介
さ
れ
、
研
究
報
告
書
を
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
会
の
「
聞
く
・
話
す

部
」
に
入
れ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
平
成

五
年
度
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
国
語
科
学
習
指
導
要
領
は
、

「
Ａ
表
現
」「
Ｂ
理
解
」で
し
た
。「
話
す
」

令
和
三
年
度

都
小
国
研　

事
業
計
画

令
和
三
年
度
研
究
活
動
の
進
め
方

未
来
を
拓
く

�

国
語
教
育
の
創
造

～
評
価
活
動
の
充
実
を
通
し
て
、

�

学
び
の
質
を
高
め
る
単
元
づ
く
り
～

副
会
長　

加
賀
田　

真
理

都
小
国
研
と
の

�

出
会
い

顧
問　

平
林　

久
美
子

–�4�–



は
「
Ａ
表
現
」
の
ア
と
イ
、「
聞
く
」

は「
Ｂ
理
解
」の
ア
と
イ
。
対
話
の「
言

葉
を
受
け
て
返
す
」
機
能
は
そ
の
両
方

を
跨
い
で
い
ま
す
。
都
小
国
研「
聞
く
・

話
す
部
」
の
先
輩
方
は
、
対
話
の
機
能

を
分
析
し
、
指
導
事
項
の
系
統
表
を
細

か
く
作
成
し
て
い
ま
し
た
。研
究
が「
話

合
い
」
に
発
展
し
て
も
、
そ
の
表
が
礎

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の「
聞
く
・

話
す
部
」は
、少
人
数
で
、喫
茶
店
で
分

科
会
が
で
き
る
く
ら
い
の
規
模
で
し
た
。

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
の
が
、
平

成
十
一
年
度
で
す
。
学
習
指
導
要
領
に

領
域
「
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
が

加
わ
り
、国
語
科
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が「
伝

え
合
う
力
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一

気
に
関
心
が
高
ま
り
、
研
究
部
員
が
急

増
し
、
全
体
世
話
人
と
し
て
戸
惑
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年

度
ま
で
、
指
導
主
事
と
副
校
長
の
時
に

は
、
研
究
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

再
び
、「
言
語
部
」
と
「
話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
部
」
に
関
わ
り
、
ま
さ
か
の

研
究
大
会
会
場
校
や
会
長
職
を
仰
せ
つ

か
り
、
今
年
の
三
月
に
定
年
退
職
を
迎

え
ま
し
た
。

御
指
導
い
た
だ
き
、
お
世
話
に
な
っ
た

御
恩
返
し
は
、
ま
だ
何
も
で
き
て
お
り
ま

せ
ん
。
生
涯
能
動
的
に
学
び
続
け
る
人
間

で
あ
り
続
け
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
少
し

ず
つ
御
恩
返
し
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

再
任
用
校
長
と
な
っ
て
か
ら
、
す
で

に
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
さ
に
激

動
の
三
年
間
、
平
成
か
ら
令
和
に
変

わ
っ
た
元
年
度
の
３
月
に
突
然
始
ま
っ

た
臨
時
休
校
は
、
年
度
を
ま
た
ぎ
、
三

か
月
も
続
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
た
め
に
学
校
は
何
を
す

べ
き
か
、
そ
し
て
今
何
が
で
き
る
か
、

そ
も
そ
も
学
校
が
社
会
の
中
で
果
た
す

べ
き
役
割
は
何
な
の
か
…
突
き
つ
け
ら

れ
た
問
い
は
大
き
く
重
く
、
一
校
を
預

か
る
校
長
と
し
て
、
こ
の
間
、
考
え
続

け
て
き
た
感
が
い
た
し
ま
す
。

「
学
校
は
、
人
が
育
つ
と
こ
ろ
」

子
ど
も
た
ち
に
人
間
ら
し
く
た
く
ま

し
く
生
き
抜
い
て
い
く
力
の
基
礎
を
身

に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
、
私
た
ち
小
学

校
の
責
務
で
す
。
受
け
身
の
姿
勢
で
教

え
込
ま
れ
た
知
識
だ
け
で
は
変
化
の
激

し
い
時
代
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
。

現
状
を
分
析
し
、
解
決
す
べ
き
問
題

は
何
な
の
か
、
課
題
解
決
の
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
よ
り
よ
く
解

決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
等
、
自
分

自
身
で
主
体
的
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く

姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

杉
並
区
教
育
課
題
研
究
指
定
校
と
し

て
、
在
籍
校
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、

教
師
の
発
問
で
誘
導
さ
れ
る
一
斉
一
律

の
授
業
で
は
な
く
、
個
別
多
様
な
一
人

一
人
を
学
習
の
主
体
者
と
し
て
、
そ
の

子
自
身
の
問
い
を
大
切
に
し
た
授
業
で

す
。個
の
多
様
性
を
生
か
し
、一
人
一
人

が
主
体
的
に
自
ら
の
課
題
を
他
者
と
協

働
し
て
探
究
す
る
学
び
へ
と
転
換
を
図

る
こ
と
が
目
指
す
学
び
の
姿
で
す
。

こ
れ
は
、
学
習
指
導
要
領
に
あ
る
各

教
科
の
目
指
す
資
質
・
能
力
を
育
む
た

め
の
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の

実
現
に
他
な
ら
ず
、
私
が
教
諭
時
代
に

都
小
国
研
「
聞
く
・
話
す
部
」
で
、
か

け
が
え
の
な
い
研
究
仲
間
と
追
究
し
て

き
た
命
題
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
あ
の
頃
、

都
小
国
研
で
尊
敬
で
き
る
素
晴
ら
し
い

方
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
多

く
の
先
輩
先
生
方
か
ら
温
か
い
ご
指
導

を
い
た
だ
き
、
教
職
人
生
の
礎
を
築
く

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
、

人
生
の
宝
で
す
。
深
く
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
今
、
与
え
ら
れ
た
こ
の
場
所
で

課
題
解
決
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
私

の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
本
格
的
に
運
用
が
始

ま
っ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（Global�and�

innovation�Gatew
ay�for�A

ll

）
ス

ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る
教
育
活
動
。
本

北
区
で
も
児
童
に
四
月
よ
り
ク
ロ
ー
ム

ブ
ッ
ク
を
配
布
、
そ
の
運
用
・
推
進
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
、
一
気
に
促
進
。
な
ん
と
も

皮
肉
な
感
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
教
師
も

子
供
も
日
々
使
い
な
が
ら
、
活
用
度
を

上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

過
日
、
東
京
都
教
育
施
策
連
絡
会
で

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
話
。
講
師
の
先
生
が
、

単
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
導
入
し
て
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
や
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
ど
う
し
て
、
今
、
何
の

た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
必
要
な
の
か
、
と
い

う
こ
と
を
講
義
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
後
日
本
人
の
人
口
は
、
二
千
百
年

に
は
今
の
半
分
以
下
に
な
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
人
が
い
な
い
の
だ
か
ら
、

外
か
ら
人
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
や
機
器
が
台
頭
し
て
く
る
の
は
目
に

コ
ロ
ナ
禍
の

�

学
校
で

参
与　

前
田　

佐
和
子

変
わ
り
ゆ
く

�

教
育
活
動
？

参
与　

大
畑　

賢
一
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見
え
て
い
ま
す
。
数
年
前
に
は
今
後
残

る
職
業
と
消
え
去
る
職
業
の
話
題
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
は
、

英
語
や
中
国
語
は
共
通
語
に
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
同
様
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
わ
か
ら
な
く
て
、あ
な
た

の
仕
事
は
大
丈
夫
で
す
か
。
時
代
に
合

わ
せ
て
対
応
で
き
る
力
を
付
け
て
い
か

な
い
と
、
貧
し
い
日
本
人
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
よ
、
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
発
信
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
身
に
付
け
、
そ
の
活
用
に
子
供
も

教
師
も
と
も
に
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
一
人
一
台
端
末
は
、
あ
く

ま
で
も
文
具
と
し
て
の
扱
い
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
使
い
勝
手
を
良
く
し
て
い

く
試
み
を
し
て
い
く
こ
と
は
あ
っ
て
も

そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
る
こ
と
も
肝
要
で
し
ょ
う
。

国
語
科
教
育
を
実
践
す
る
私
た
ち
教

師
が
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
目
の
前
の

子
供
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
な
力
を
培
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
今
後
の
国
語

教
育
を
充
実
さ
せ
る
う
え
で
の
大
き
な

鍵
と
な
る
で
し
ょ
う
。

多
く
の
読
書
体
験
を
積
む
こ
と
で
、

情
緒
力
・
想
像
力
・
論
理
的
思
考
力
・

語
彙
力
の
総
合
的
な
発
達
を
促
す
べ
く
、

子
供
の
成
長
に
携
わ
り
た
い
も
の
で
す
。

三
十
代
半
ば
、
異
動
先
で
の
校
長
先
生

と
熱
心
に
国
語
の
研
究
を
さ
れ
て
い
た
先

輩
の
先
生
と
の
出
会
い
が
、
国
語
の
研
究

に
仲
間
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。
国
語
を
専
門
と
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
の
校
長
先
生
に
、
異

動
早
々
に
国
語
の
授
業
を
観
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
校
長
先
生
か
ら
の
ご
指
導
は
、

「
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
か
ん
な
。」

と
厳
し
い
ひ
と
言
で
し
た
。
情
け
な
く
恥

ず
か
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
そ
の
後
、
私
は
、
そ
の
校
長
先
生

の
ひ
と
言
に
奮
起
し
、
腰
を
入
れ
て
国
語

を
学
ぶ
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

都
小
国
研
へ
の
参
加
を
導
い
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
、
や
は
り
当
時
出
会
っ
た
先
輩
の

先
生
で
し
た
。

都
小
国
研
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
皆

様
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
皆
様
の
国
語

教
育
へ
の
情
熱
と
、
研
修
や
研
究
へ
の

意
欲
に
影
響
を
受
け
て
、
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
供

た
ち
が
豊
か
な
言
葉
の
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
願
い
、
目
的
を
共
に
し
て
忌

憚
な
く
考
え
を
出
し
合
い
、
学
び
合
う

こ
と
が
で
き
た
都
小
国
研
で
し
た
。
そ

の
こ
と
を
思
う
と
、
改
め
て
出
会
っ
た

皆
様
に
感
謝
の
思
い
で
す
。
と
同
時
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
皆
様
が
集
ま
っ
て
研

究
を
行
う
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
も
都
小
国
研
が
、

先
生
方
一
人
一
人
の
指
導
力
を
高
め
る

よ
り
良
い
学
び
合
い
の
場
で
あ
り
続
け

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
再
任
用
校
長
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
現
状
か
ら
、
ま

だ
ま
だ
様
々
な
制
約
が
続
く
中
で
の
教

育
活
動
で
す
。
そ
の
中
で
、
子
供
一
人

一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
も
入
り
ま

し
た
。
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
学
習
活

動
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
、
学
習

指
導
要
領
が
目
指
し
て
い
る「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の

授
業
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
校
の
教
員
も
、
互
い
に
学
び
合
い

な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
子
供
た
ち
一
人
一
人
の
資
質
・
能

力
を
よ
り
効
果
的
に
育
成
す
る
た
め
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
と
い
う
ね
ら

い
を
教
員
と
し
っ
か
り
と
共
有
し
て
、

私
も
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
操
作
し
な
が
ら
教
員
と
共
に
、

「
新
た
な
学
び
の
創
造
」
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

学
び
合
っ
て
、

�

高
め
合
う

参
与　

和
田　

京
子

編
集
後
記

昨
年
度
、
東
京
都
小
学
校
国
語
教

育
研
究
会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に

あ
っ
て
も
、
研
究
の
灯
を
消
さ
ず
、

研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
総
会
に
お
い
て
、
引

き
続
き
研
究
主
題
「
未
来
を
拓
く
国

語
教
育
の
創
造
～
評
価
活
動
の
充
実

を
通
し
て
、
学
び
の
質
を
高
め
る
単

元
づ
く
り
～
」
を
目
指
し
、
国
語
教

育
に
邁
進
す
る
こ
と
を
確
認
い
た
し

ま
し
た
。

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
や
「
学
び
の
質
を
高
め
る
」

た
め
に
、
児
童
が
自
ら
の
学
び
を
振

り
返
り
、
自
覚
し
、
調
整
す
る
態
度

を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
児
童
が
自
分
の
学
び
を

振
り
返
り
、
評
価
し
自
覚
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
や
、
工

夫
が
で
き
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
一

人
一
人
に
児
童
の
学
び
が
よ
り
豊
か

に
次
の
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ

う
願
い
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

研
究
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、お
忙
し
い
中
、玉
稿
を
お

寄
せ
く
だ
さ
っ
た
顧
問
・
参
与
の
先

生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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